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論文は, 3章 ･7節 ･17頁強から成っている｡第 1章 (2節,4頁強 )は既存の理論




















































ここで JoはnM であり,また0はαの関数であるが･R2-h2+H2十2hHcosα およ
びRdR- -hHsinαdαと,釣合の条件HsinO-hsin(α-0)を用いて
coso - 旦紫





































. . . . 第 4図 Ewingの強磁性理論I l l l l
千 十 十千 千 各分子磁石の中心は格子点上にあ｡,
千 千千 千千 外場をかけないとき.その磁軸の方
-ト 午一千千 十 向は結晶軸の方向と一致しているO
ヰ千 千 千+ ( 『磁気と物質』260頁の図より)









本多の眼を通 して見た 19世紀 の強磁性理論の概況は以上のようなものであった｡
さて,再び本多の磁気理論の論文100)に もどろう｡本多は前記の部分につづけて,つ
ぎのように述べている｡ ｢常磁性の Langevin理論 を基礎において, P.Weissは別の強























ついてやや詳 しく言及 しているJ前二者に対する本多の言及から,_ 私の興味を覚えた部
分を記せば次の如くである｡原子を円軌道を高速で周転する若干個の電子より成ると見
なせば,電子の運動に何らかの●dampingeffectがないかぎ り,物質に外部磁場をかけて











理論を ｢ランヂュバンは, (タムソン,フォー グトの説の)欠点を避 くるが為めに･電子に比
して非常に大なる質量を有する原子核の作用を考へ 電子の回転儀的作用を省略せ｣
123)


























































































































用が熱擾乱 を抑圧しているかの如 くであるoこの図は ｢鉄のA2変態の本性にっいて｣
の論文にのっているものであるが,本多はそこでは,磁化-の温度 の二重の効果につい













は温度以外のものではありえない｡ というより,むしろ, Boltzmann因子こそが温度 を





さければ, Boltzmann因子の指数の分母 を小さな分数 S を用いて skT とあらわし,S
を原子の形に関係する定数 とおく133)ことは,本多に とっては不自然ではなかったので
ある｡ 本多にとってある温度 rにおいて熱擾乱の効果 として Boltzmann因子にあらわれ
るものは,必ずしもkTではなく,磁性に関与する分子のある運動のエネルギー - そ
れは kTよりもずっと小さいことがありうる - なのである1,34)
さて,本多は次の節 (第 4節,約4頁 )で, Langevin理論 を2つの仮定を導入する
ことによって修正した本多自身の常磁性理論を展開するOそれは Langevinの議論の展
l
































ていないから,実験事実 をもっと正 しくあらわすためには fの ,甲の を温度 の関数と






















Wに対 して, f(I)やPのが具体的にどういう形であればxの実験 を再現できるのかを示
していないし,従ってそういうfのや甲のの形をそれら/の元素の原子的構造から導き出
すということもしていない,状態変化や多形変態にともなってみられる xの不連続変化
が fのや 〆7)のどのような不連続変化に対応 し,後者のそれが分子内原子配置のどのよ
うな変化に対応するのかを示すこともしていないDそれぞれの場合に,それぞれ適当な
f(I)と?(I)をとることによって,すべてのものが説明できる - そのようにのみ主張す






97) この一文は 『物性研究』31 No.1(1978年 10月 )所載の第 Ⅰ部,31 No.5




101) われわれは ferromagnetism の ferro が鉄を意味することをほとんど意識して
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104) 本多だけではおそらくない｡ Curieの論文 (文献 88)にも weissの論文 (文
献 92)に も,鉄の研究者 として金属学者の名前が多数出てくる｡
105) Poissonの磁気の理論については,矢島祐利の 『電磁気学史』 (岩波全書,
1950)119-120頁に簡単な説明がある｡矢島によれば ｢とにかく,磁気の問題
はポアツソンの研究によって数学的な形にすることが出来たのである｡｣ 矢島は
poisson が磁気感応 (-磁気誘導 )の理論を試みたことにも触れ,その概要につ





1823年 であるから, Poissonの磁気の理論の方が Ampereの分子電流説よりも
早い｡矢島によれば, ｢ポアッソンの磁気の理論は･････2種の磁液の仮説の上に




の方向-移動することと見 る｡｣ 本多が ｢Poissonの個々の分子の磁気誘導の理
論 伊oisson'Stheoryofmagneticinductionintheindividualmolecules)｣ と呼ん





106) weber,Maxwel,Ewing の磁気の理論について,矢島は前誌の 『電滋気学史』
第11章 ｢19世紀後半の磁気の問題｣の大部分 をさいて詳述 している(149-156
頁 )｡矢島によれば, Weberは Ampereの分子電流説107)(1823) を基礎にお
き, Faradayの研究の結果 (1845)を考慮に入れて,磁気の数学的理論 を立てた
(1852)lo)
107) 本多は Ampere､の分子電流説にふれていないが,矢島は, Ampereは分子電流
の考 えか ら導かれる諸結果が Poissonの磁気の理論 と一致するばかりでなく,Biot
や Aragoの発見した電流と磁石の相互作用も容易に導かれることを示した,
と述べている｡ ( 『電磁気学史』 120-121頁 )0
































111) Maxwelにつづ く Ewingの理論 (1892)について,矢島は ｢ユーイングは拘
束磁場及び-定位置についての任意的な仮定を捨て,分子磁石の相互作用から物
体の磁気的性質を導こうとした｡｣ (『電磁気学史』153頁 )と特徴づけつつ,





rieの 1895年の ｢物体の磁気的性質｣の研究113) (文献 88)には言及 していな
い1044) p.cu,ieのこの物質の磁性の研究は,磁性体の研究が電磁気学の一分野
であることから独立して,物性物理学の一分野 として歩み始める(というより,
新しい分野 としての物性物理学の分野を切 り拓 く)その分岐点をなすものとでも
位置づけることができようか｡電磁気学の枠内での磁気学説にはおさまりきらな
いし,研究が 1895年に発表されていることもあって, 20世紀に入ってからの
磁気学説 (Langevin,Weiss等 )の枠にも入れに くい｡そのようなことで,本多も
矢島 も磁気学説 史的概観 をおこなうにあたって, Curie-の言及 をしそこなった
のであろうか｡しかし,よく考えてみると,われわれもまたどれほどよく curie
の磁気研究の仕事を知っているであろうか.なるほど, curie-Langevin-Weissと報
べることによって,また, Curie則, curie温度, curie定数等の名称を通して,
たしかに Curieの名には親 しんでいる｡だが, Curieの名を知っているようには
Curieの仕事を知らない｡われわれの知っている Curie則は, Curieの仕事に即
しての Curie則ではなく, Langevin理論の帰結としての Curie則であるという
のが大方の実情ではあるまいか｡
113) M.Curieの HPierreCurieH(1924)の訳本 (渡辺慧訳 『ピェル ･キュリー伝』





































向となり, 0<45O のときは,磁化の不連続的な変化を起さないが, 450<0<
135Oのときは90 0方向に, 0>1350のときは18O o方向に磁化の不連続的な変
化 を生 じて,これが履歴現象を生ぜしめるのであった｡
117) ここで,コバル トが等軸晶系に属すると書かれていることに注意すべきである0
(本多のこの本は 1917年に発行 されている｡) Coの臨界温度 (Curie 温度 )
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にCoの新変態 を発見したと書いてお り,また,この論文が, 1925年 4月13
日に東京でおこなわれた金研の年例講演会 (annuallecture)で読まれたと脚注 を
っけている1.45)
119) Co (を含む 13種類の金属 )の常温でのⅩ線による研究は, 1921年に Huu









122) 1914年のこの論文では Gans理論に対してお となしくこう述べているが,
1917年の 『磁気と物質』車は ｢(ガンスは )分子が一様なる荷電を有 し.その
軸の周 りに速かに回転するものと考へ ウェーバーの理論に多少の改良を施し,
尚ほランヂュバンの常磁性休論 をも附加 して,強磁性体の学説を建設せるも,其



















































131) 中学生向けの,やや高級な物理の参考書 として書いた本多の著書 『物理学詳解






132) Langevinにとってもそうであったことは, Langevinがその ｢磁性と電子論｣









ネルギー -MHcosα と熱運動のエネルギー rTとの重なりあった影響の下での
静的つ りあい (統計的つ りあいの誤 りか 一 訳者 )によって決定 される｣ (以上
訳本 133頁 )として Curie則 を導き出したのちに ｢いかなる賂合でもこの理論
が成 りたつためには回転のエネルギーが絶対温度に比例していれば十分である｡
係数 rだけは修正しなければならない｡｣ (訳本136頁 )と付言していること
からも明らかである｡
133) 本多光太郎 ｢磁性体に関する学説｣ (岩波講座 『物理学及び化学』,1931)
18頁の記述 を参照した｡








適当なもののエネルギーである. - それが kTであるのは,そのエネルギーが
たまたま温度の関数 として kTであったがためである.しかし,必ず しも,つね
136)
に kTであるとは限らないのだO)にもとづいて,論をすすめているのである｡













































また,ずっと後年 (1939年 )になって高木通泰は統計的磁気理論叫 を提出す
るが,そこにおいて分布関数 a｡-1Eの lを1/kTとは しないで議論を展開してい


























143) 例えば,本多 ･骨柄のMn化合物の磁性の論文 (Sci.Rep.T百hokuImp.Univ.
3139-152(1914))の151頁,OnnesrPerierscheGesetz と書いてある.





質にすぎない,と思われていたのだ｣と高く評価 している｡ (これは註 112に対
する誌である)
145) 工学会と鉄道協会が主催する金研の講演会が,第 1回1918年 10月,第2回
1919年 10月,第3回 1923年 2月,第4回1925年 4月に開催されている｡
増本の講演はこの第4回の講演会でなされたものである｡毎回の講演会の講演内
容は 『鉄及び鋼の研究』第 1巻～第4巻 (内田老鶴圃,1巻 1919.2巻 1920,
3巻 1924,4巻 1926) として刊行された｡増本の講演は第4巻に ｢コバルト
の新変態点に就て｣と施 して収録されている(106-167頁 )0 (これは註 118
に対する註である)
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